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怯
優
良
運
転
者
表
彰
の
申
請
受
付

対
象
は
金
賞
　
年
（
営
業
用
　
年
、

２０

１５

原
付
　
年
）
・
銀
賞
　
年
（
営
業
用

３０

１５

　
年
、
原
付
　
年
）
・
銅
賞
８
年

１０

２０

（
営
業
用
５
年
、
原
付
　
年
）
以
上

１０

の
運
転
者
で
無
事
故
・
無
違
反
５
年

　　
教
育
委
員
会
は
、
平
成
　
年
度
の

２４

私
立
幼
稚
園
児
の
就
園
奨
励
助
成
金

の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
対
象
は
私
立
幼
稚
園
児
の
保
護
者

（
市
内
在
住
）
。
所
得
制
限
あ
り
。

支
給
基
準
・
助
成
額
は
、
各
幼
稚
園

を
通
じ
て
配
布
す
る
「
お
知
ら
せ
」

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
問
合
せ
は
学
事
・
学
校
改
革
課

（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
８
１
７
）へ
。

　
【
申
込
】
「
お
知
ら
せ
」
に
添
付

し
て
い
る
申
請
書
を
６
月
１
日
ま
で

に
在
園
の
幼
稚
園
へ

　
市
は
、
自
転
車
を
利
用
す
る
皆
さ

ん
の
利
便
性
向
上
と
放
置
自
転
車
を

防
止
す
る
た
め
、
駐
輪
場
の
増
設
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
①
阪
急
夙
川
西
第
１

自
転
車
駐
車
場
３
階
に
駐
輪
場
を
増

設
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
定
期
利
用

者
を
募
集
し
ま
す
。
ま
た
、
②
阪
急

北
今
津
第
２
自
転
車
駐
車
場
の
定
期

利
用
料
を
値
下
げ
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
利
用
申
込
は
各
駐
車
場
の
管
理
事

務
所
へ
。

　
問
合
せ
は
自
転
車
対
策
課
（
０
７

９
８
・
３
５
・
３
８
９
８
）
へ
。

　
【
定
期
利
用
料
】
①
１
カ
月
１
６

０
０
円
、
３
カ
月
４
５
０
０
円
▽
②

１
カ
月
１
３
０
０
円
、
３
カ
月
３
６

０
０
円

　　
厚
生
労
働
省
は
、
戦
没
者
の
ご
遺

族
を
対
象
に「
慰
霊
巡
拝
」の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。巡
拝
地
域
は
、

旧
ソ
連
、中
国
東
北
地
区
、南
方
地
域

（
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、硫
黄
島
な
ど
）で
す
。

　
日
程
、対
象
、参
加
費
、申
込
方
法

な
ど
問
合
せ
は
市
健
康
福
祉
計
画
課

（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
１
３
５
）へ
。

　
水
道
局
は
、
貴
重
な
水
資
源
を
無

駄
に
し
な
い
た
め
、
次
の
地
域
で
漏

水
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
調
査
は
、
専
門
会
社
に
委
託
し
、

道
路
や
各
家
庭
の
メ
ー
タ
ー
付
近

で
、
特
殊
な
漏
水
調
査
装
置
な
ど
を

使
っ
て
行
い
ま
す
。
調
査
員
は
、
水

道
局
発
行
の
身
分
証
明
書
を
携
帯

し
、
腕
章
と
名
札
を
付
け
て
い
ま

す
。
調
査
に
よ
り
各
家
庭
の
メ
ー
タ

ー
付
近
で
漏
水
が
見
つ
か
っ
た
場

合
、
水
道
局
の
職
員
が
修
繕
方
法
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
問
合
せ
は
水
道
局
工
事
課
（
０
７

９
８
・
３
２
・
２
２
２
２
）
へ
。

　
【
調
査
期
間
】
６
月
中
旬
～
来
年

３
月
下
旬

　
【
調
査
地
域
】
南
部
…
六
軒
町
、

広
田
町
、
高
座
町
の
全
域
、
東
川
以

西
で
苦
楽
園
三
番
町
、
苦
楽
園
二
番

町
、
角
石
町
、
毘
沙
門
町
、
甑
岩
町
、

甲
陽
園
西
山
町
、
甲
陽
園
本
庄
町
以

南
の
地
域
▽
北
部
…
山
口
町
（
上
山

口
、
中
野
の
一
部
を
除
く
）

　
市
は
、
は
か
り
の
定
期
検
査
を
実

施
し
ま
す
。
対
象
は
取
り
引
き
、
証

明
で
使
用
し
て
い
る
は
か
り
。
２
年

に
１
回
検
査
を
受
け
る
義
務
が
あ

り
、
検
査
手
数
料
が
必
要
で
す
。

　
今
年
度
は
、
Ｊ
Ｒ
神
戸
線
以
南
地

域
を
対
象
に
、
６
月
中
旬
～
９
月
中

旬
に
実
施
し
ま
す
。
受
検
対
象
者
に

は
、
事
前
に
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
、
検
査
当
日
は
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
問
合
せ
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
０
７
９
８
・
６
９
・
３
１
５
８
）

へ
。

　
怯
６
月
３
日
～
９
日
は
危
険
物
安

全
週
間
　
消
防
局
は
、
同
週
間
中
、

危
険
物
施
設
に
お
け
る
保
安
体
制
の

整
備
促
進
な
ど
に
重
点
を
置
き
、
危

険
物
施
設
へ
の
立
入
検
査
を
実
施
。

問
合
せ
は
消
防
局
予
防
課
（
０
７
９

８
・
３
２
・
７
３
１
５
）
へ

　
【
２
月
分
】《
市
宛
て
》★「
青
い

鳥
」福
祉
基
金
へ
　
村
田
泰
造
、高
友

福
祉
積
善
会
、
大
阪
ガ
ス
小
さ
な
灯

運
動
兵
庫
支
部
、金
澤
秋
子
、ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
西
宮
第
　
団
、兵
庫
県
神

２０

農
商
業
協
同
組
合
西
宮
支
部
、
匿
名

１
件
＝
合
計
６
４
６
万
９
０
０
０
円

　
《
社
会
福
祉
協
議
会
宛
て
》
★
善

意
銀
行
へ
　
武
庫
川
女
子
大
学
附
属

中
学
校
・
高
等
学
校
、
匿
名
１
件
＝

合
計
　
万
３
９
６
９
円
　
★
物
品
の

１８

寄
付
　
グ
ル
ー
プ
つ
く
し
ん
ぼ
（
車

い
す
）
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

◆
市
か
ら

午
後
１
時
か
ら
プ
レ
ラ
ホ
ー
ル

　
【
定
員
】
２
５
０
人

　
【
申
込
】
往
復
ハ
ガ
キ
に
マ
ン
シ

ョ
ン
名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

参
加
人
数
を
書
き
、
６
月
　
日
（
必

２８

着
）
ま
で
に
住
宅
政
策
課
（
〒
６
６

２
―
８
５
６
７
六
湛
寺
町
　
―
３
☎

１０

０
７
９
８
・
３
５
・
３
７
７
２
）

へ
。
多
数
の
場
合
人
数
調
整

　
市
は
、
急
な
病
気
や
け
が
で
保
育

所
等
に
通
え
な
い
子
ど
も
や
病
気
の

回
復
期
に
あ
る
子
ど
も
を
一
時
的
に

預
か
る
「
病
児
・
病
後
児
保
育
ル
ー

ム
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
病
児
保
育
は
「
つ
ぼ
み
の
子
保
育

園
病
児
保
育
ル
ー
ム
（
林
田
町
８
―

　
☎
０
７
９
８
・
６
６
・
６
６
７
3
）」、

４２病
後
児
保
育
は
「
明
和
病
院
内
病
後

児
保
育
ル
ー
ム
（
上
鳴
尾
町
５
―
　１３

☎
０
７
９
８
・
４
７
・
８
０
７
０
）」で

実
施
し
て
い
ま
す
。
利
用
方
法
は
左

図
の
と
お
り
。

　
市
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
積
極

的
に
外
出
し
て
も
ら
お
う
と
、
「
高

齢
者
交
通
助
成
割
引
購
入
証
」
を
対

象
者
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。

　市は、申請により１回に限り、私道のアスフ
ァルト舗装工事を行っています。
　申請方法など詳しくは道路補修課（0798・
35・3609）へ問合せを。
【舗装の主な条件】道幅が側溝を含めて１．８㍍
以上あり、不特定多数の人が利用している ▽公
道から沿道に家屋がおおむね続き、通行や整備
に支障になる占用物がない ▽道沿いの家屋から
適正に排水が行われており、当分路面を掘り返
さない ▽所有者や管理者の承諾があり、道沿い
の住民の要望がある ▽両端が公道に接してい
る、または一端が公道に接続している行き止ま
り道で、この道を利用する家屋が１０戸以上ある
など
　※申請が多数の場合、工事は翌年度以降にな
ることがあります

　
市
は
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理

組
合
の
役
員
や
区
分
所
有
者
の
皆
さ

ん
を
対
象
に
、
「
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

基
礎
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
防
災
力
を
高
め

る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
マ
ン
シ
ョ

ン
の
専
門
家
が
講
演
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
入
場
無

料
。
　
【
日
時
・
会
場
】
７
月
７
日（
土
）

　
市
は
こ
の
た
び
、
昨
年
、
姉
妹
都

市
提
携
　
周
年
を
迎
え
た
ア
メ
リ

５０

カ
・
ス
ポ
ー
ケ
ン
市
と
の
交
流
を
ま

と
め
た
「
西
宮
市
・
ス
ポ
ー
ケ
ン
市

姉
妹
都
市
提
携
　
周
年
記
念
誌
」
を

５０

発
行
し
ま
し
た
＝
左
写
真
参
照
。
Ａ

４
判
、
　
ペ
ー
ジ
。

２８

助
成
金
を
交
付
し
ま
す

私
立
幼
稚
園
児
の
保
護
者
へ

駐
輪
場
の
利
用
者
募
集

漏
水
調
査
に
ご
協
力
を

は
か
り
の
定
期
検
査
を
実
施

Ｊ
Ｒ
神
戸
線
以
南
地
域

◆
そ
の
他

（
銅
賞
３
年
）
以
上
、
前
賞
受
賞
後

３
年
以
上
経
過
し
た
交
通
安
全
協
会

会
員
。
申
請
は
６
月
１
日
～
　
日
。

２９

申
請
方
法
な
ど
問
合
せ
は
西
宮
交
通

安
全
協
会
（
０
７
９
８
・
３
３
・
２

３
７
７
）
、
甲
子
園
交
通
安
全
協
会

（
０
７
９
８
・
４
６
・
０
３
６
９
）

へ

慰
霊
巡
拝
を
実
施

　
西
宮
市
と
ス
ポ
ー
ケ
ン
市
の
こ
れ

ま
で
の
交
流
や
、
姉
妹
都
市
交
流
に

貢
献
し
た
皆
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
同
誌
は
秘
書
・
国
際
課（
市
役
所
本

庁
舎
４
階
、
フ
レ
ン
テ
西
宮
４
階
）

で
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

郵
送
希
望
の
場
合
は
、「
　
周
年
記
念

５０

誌
希
望
」、住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を

書
い
た
も
の
と
２
１
０
円
分（
１
冊
）

の
切
手
を
秘
書
・
国
際
課
（
〒
６
６

２
―
０
９
１
１
池
田
町
　
―
１
☎
０

１１

７
９
８
・
3
5
・
3
4
6
8
）
へ
。

　
電
車
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
の
回
数

券
や
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
購
入
す

る
際
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
割
引
購

入
証
の
有
効
期
限
は
、
来
年
３
月
　３１

日
で
す
。

　
な
お
、
阪
神
バ
ス
、
阪
急
バ
ス
に

つ
い
て
は
取
り
扱
い
が
変
更
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
は
高
齢
福
祉
課
（
０
７
９

８
・
３
５
・
３
１
９
９
）
へ
。

　
【
対
象
】
平
成
　
年
４
月
１
日

２４

（
基
準
日
）
現
在
、
　
歳
以
上
で
基

７０

準
日
ま
で
１
年
以
上
本
市
に
住
民
登

録
か
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
人

　
詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
く
ら
し
の
情
報
似
子
育
て
似
こ
ど
も

を
預
け
た
い
と
き
似
病
児
・
病
後
児

保
育
）
や
携
帯
電
話
＝

下
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参
照
＝

か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
問
合
せ
は
保
育
所
事
業
課
（
０
７

９
８
・
３
５
・
３
１
６
５
）
へ
。

　
【
利
用
時
間
】
午
前
８
時
～
午
後

６
時
（
土
曜
は
１
時
ま
で
）。日
曜
、

祝
日
、
　
月
　
日
～
１
月
３
日
は
休

１２

２９

み　
【
対
象
・
定
員
】
病
児
…
生
後
６

カ
月
～
小
学
３
年
。
６
人
▽
病

後
児
…
生
後
　
日
～
小
学
３

５７

年
。
２
人

　【
利
用
料
】２
０
０
０
円
、
給

食
費
５
０
０
円
（
弁
当
持
参
も

可
）
。
医
療
機
関
に
か
か
っ
た

場
合
は
医
療
費
の
負
担
あ
り

　
※
登
録
・
申
込
等
に
必
要
な

書
類
は
、
各
施
設
や
保
育
所
事

業
課
（
市
役
所
本
庁
舎
７
階
）

に
あ
る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

酸酸利用の方利用の方法法
①保育所事業課または病児・病後児
保育ルームに登録申請書の提出を登録

糸
②前日までに病状や予約状況を確認
し、病児・病後児保育ルームに予約を

申込
③かかりつけ医療機関に受診し、医
師連絡票を記入してもらってくださ
い
④利用申込書と医師連絡票を添えて、
病児・病後児保育ルームで手続きを

※緊急時は登録・申込を同時に行うことも可能

ＱＲコード

交流の様子を写真で紹介


